
人工知能学会 全国大会 第31回

2017年5月23日 ▶26日

JSAI 2017
The 31st Annual Conference of
the Japanese Society for Artificial Intelligence

会場:ウインクあいち 名古屋市中村区名駅4-4-38 

主催:一般社団法人 人工知能学会
大会ホームページ : http://www.ai-gakkai.or.jp/jsai2017/

火 金



スポンサー一覧 

～～～ 冠スポンサー ～～～ 
無線 LAN スポンサー：富士通株式会社 
参加者交流会屋台スポンサー：株式会社日本経済新聞社 
ランチョンスポンサー：エヌビディア合同会社，株式会社センスタイムジャパン 
茶菓スポンサー：エヌビディア合同会社 
受付スポンサー：パナソニック株式会社 
 
～～～ プラチナスポンサー ～～～ 
富士通株式会社，NEC，株式会社東芝，日本アイ・ビー・エム株式会社，株式会社オーム社， 
パナソニック株式会社，株式会社オプト，エヌビディア合同会社， 
システムインテリジェント株式会社，株式会社バオバブ，株式会社ALBERT，Sansan株式会社， 
フューチャーアーキテクト株式会社，株式会社GDEPアドバンス， 
株式会社クロスコンパス・インテリジェンス，株式会社リクルートテクノロジーズ， 
株式会社サイバーエージェント，日本マイクロソフト株式会社，三菱電機株式会社， 
株式会社グリッド，株式会社Gunosy，株式会社日本経済新聞社，トヨタ自動車株式会社， 
NTTドコモ，LINE株式会社，TIS株式会社，チームラボ 
 
～～～ ゴールドスポンサー ～～～ 
シナジーマーケティング株式会社，株式会社NTTデータ数理システム，株式会社LIFULL， 
ロボカップ2017名古屋大会開催委員会，株式会社センスタイムジャパン，クックパッド株式会社，
NECソリューションイノベータ株式会社，株式会社とめ研究所，株式会社UEI， 
株式会社ロックオン，日本ユニシス株式会社，株式会社FRONTEO，ヤフー株式会社， 
株式会社ブイエムシー，株式会社HPCテック，株式会社エヌ・ティー・エス， 
ビジュアルテクノロジー株式会社，さくらインターネット株式会社，HPCシステムズ株式会社 
 
～～～ シルバースポンサー ～～～ 
株式会社Faber Company，Cyber Z，株式会社オロ，富士ゼロックス株式会社， 
株式会社サン・フレア，沖電気工業株式会社 
 
～～～ メディア協賛 ～～～ 
株式会社近代科学社，Springer，共立出版株式会社 



人工知能学会第31回全国大会

大会優秀賞（インタラクティブ発表部門）投票シート

インタラクティブセッション「インタラクティブセッション(1)」

本大会では，インタラクティブ発表の中から，特に優れた発表を大会優秀賞（口頭発表部門）とは独立に，
「大会優秀賞（インタラクティブ発表部門）」として複数件選出し，学会誌上において表彰します．
選定はプログラム委員および参加者の投票により行われますので，ぜひ評価にご協力お願いします．
会場を自由にまわっていただき，発表のわかりやすさ・インパクト，今後の発展性において優秀賞に
ふさわしいと思われる発表に，投票用紙1枚につき最大5件まで講演IDの左欄に○を付けて，投票箱にご投票下さい．
セッション終了後は，当日に限り大会受付に投票箱を設置します．

※筆頭発表者の所属機関がご自分の所属機関と同じである発表には投票しないようにお願いします．
所属機関とは，大学，研究機関，企業（ただしグループ企業は除く）等を指します．
※インタラクティブセッションごとに，ひとり最大1枚投票可能です．
ひとり2枚以上の投票がひとつのインタラクティブセッションにあった場合は無効となります．
※6件以上○が付けられていた投票用紙や，投票者と同じ所属機関の発表者に○が付けられていた投票用紙は無効となります．

投票 連番 講演ID タイトル 筆頭発表者 所属機関

[　　　 ] 1 2M3-OS-34b-2in1 調理手順の曖昧性解消を目的とした料理レシピ構成要素の調査 大杉 隆文 関西大学

[　　　 ] 2 2H5-OS-35c-1in1 映画からのマルチモーダル対話コーパスの作成 井上 雅史 山形大学

[　　　 ] 3 3P2-NFC-00b-1in1 東日本大震災時のツイートの単語2-gramに基づくトピックの可視化 久保 侑哉 和歌山大学

[　　　 ] 4 1L3-2in1
トピックモデルおよび分散表現の併用による検索エンジン・サジェス
トの集約

聶 添 筑波大学

[　　　 ] 5 2J3-OS-16b-2in1
人工知能（自然言語処理）フィードバック機能搭載型のインターネッ
ト認知行動療法（iCBT-AI）の抑うつ者に対する世界初の効果検証（無
作為統制試験）

宗 未来 慶應義塾大学

[　　　 ] 6 3Q1-9in1
Entity Linkingを用いたユーザのサイト回遊におけるデモグラフィッ
ク推定の検討

原 淳史
サイバーエージェン
ト

[　　　 ] 7 1L3-3in1
Identifying Major Documents with Search Engine Suggests by
Unsupervised Subtopic Labeling

趙 辰 筑波大学

[　　　 ] 8 2K3-OS-33a-2in1 深層学習による画像刺激時のfMRI脳活動データからの文生成 松尾 映里 お茶の水女子大学

[　　　 ] 9 3Q1-2in1 深層学習による変体仮名翻刻アプリケーション開発の試み 早坂 太一
豊田工業高等専門学
校

[　　　 ] 10 2D1-5in1 時系列データの動向概要を示す要約文生成に向けて 青木 花純 お茶の水女子大学

[　　　 ] 12 3Q1-5in1 ニューラルネット機械翻訳における自動コーパス生成適用 今出 昌宏
パナソニック　先端
研究本部

[　　　 ] 13 3B2-4in1 雑談を通した物体と単語の学習 石田 卓也 岡山県立大学

[　　　 ] 14 2M4-OS-32a-1in1
災害-避難連成シミュレーションに向けたポテンシャルに基づくマルチ
エージェントモデルの適用性検討 その２

東城 峻樹
竹中工務店 技術研究
所

[　　　 ] 15 3Q1-1in1 テレプレゼンスロボットにおける同調動作の効果 米津 壮二 筑波大学

[　　　 ] 16 3Q1-6in1 対話サービスプラットフォームの開発 山上 勝義
パナソニック　先端
研究本部

[　　　 ] 17 3N1-5in1
個人支援エージェントにおけるPreference Elicitation最適化に基づ
く競合調整機構の試作

大石 翔 静岡大学

[　　　 ] 18 3N2-5in1
児童がデザインする図書紹介ロボットにおけるフィードバック手法の
開発

佐藤 拓也 筑波大学

[　　　 ] 19 2G1-5in1 視線行動の文化差の対話エージェントへの実装と印象評価  平野 拓 大阪工業大学

[　　　 ] 20 2F2-3in1 UX-ABC法の提案とInverse TRISimへの応用 小林 篤史 日本大学

[　　　 ] 21 2L3-OS-09b-3in1
複数スタイルの融合と部分的適用を可能とするmulti-style feed-
forward networkの提案

丹野 良介 電気通信大学

[　　　 ] 22 3Q1-4in1
生命科学系画像メタデータの標準化に向けた顕微鏡オントロジーとLOD
データベースの開発

久米 慧嗣 理化学研究所

[　　　 ] 23 3Q1-11in1
Random Forestと畳み込み特徴に基づくインタラクティブ機械学習によ
る人物識別

村田 祐樹 創価大学

[　　　 ] 24 2M1-3in1 ベクトル量子化を用いた指紋照合手法の検討 奥村 健太
ディー・ディー・エ
ス,名古屋工業大学

[　　　 ] 25 4H2-5in1 2次元コード用電子透かしの多目的最適化による設計 竹下 真悟 鹿児島大学

[　　　 ] 26 4P1-OS-38a-1in1
気候変動や生態系サービスの変動から人を助ける「グリーンレジリエ
ンスウェア」

服部 徹 九州大学

裏面へつづく

2017年5月25日(木)  09:30−11:10

    Q会場（8F展示場）

PC委員はこちらにチェック [　　　　　]
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ご名前 [　　　　　　　　　　　　　 ]



投票 連番 講演ID タイトル 筆頭発表者 所属機関

[　　　 ] 27 1G3-4in1 HMDを用いる擬似的な食品の色彩変化と味覚への影響 杉田 勇人 筑波大学

[　　　 ] 28 1H3-OS-15b-4in1 SUUMOでの不動産データ活用の取り組みと未来 杉浦 太樹
リクルート住まいカ
ンパニー

[　　　 ] 29 3Q1-8in1
Twitter からの情報抽出による災害時の情報共有アプリケーションの
開発

鈴木 雄大 岐阜大学

[　　　 ] 31 3Q1-10in1
iOSアプリケーションのインターフェース開発を支援するWebアプリ
ケーション

田中 貴之 埼玉工業大学

[　　　 ] 32 4I1-4in1 乗換案内データを用いた未来の混雑予測の研究 坪内 孝太 Yahoo! JAPAN研究所

[　　　 ] 33 2F4-NFC-03b-4in1 法令・判例ベース自動運転システムの実現に向けて 西村 悟史 産業技術総合研究所

[　　　 ] 34 2H1-2in1
An Analysis on the Rush Strategies of the Real-Time Strategy
Game StarCraft-II

Budianto Teguh 筑波大学

[　　　 ] 36 2H1-1in1 人狼ゲームにおける信頼の分析 園田 亜斗夢 東京大学

[　　　 ] 37 3Q1-3in1 多チャンネル計測データにおけるノイズの確率的変分ベイズ推定 藤井 恵介 京都大学

[　　　 ] 38 2K2-1in1 相互依存モデルによるマルチラベル分類 吉村 皐亮 京都大学

[　　　 ] 39 2P4-4in1 逐次的自然方策勾配推定のための適応的学習率 岩城 諒 大阪大学

[　　　 ] 40 4M1-1in1 稀少性仮定の下での非独立性の判断としての人間の観察的因果推論 高橋 達二 東京電機大学

[　　　 ] 41 1K1-4in1
共有する潜在空間を用いた異なる時系列データの対応関係学習に関す
る取り組み

大山 まりほ お茶の水女子大学

[　　　 ] 42 3Q1-7in1 サンプリングを用いた機械学習パイプライン探索手法 塩田 哲哉
NTT ソフトウェアイ
ノベーションセンタ

[　　　 ] 44 3Q1-12in1 深層距離学習におけるcontrastive lossの分析と高速化 櫻井 隆平 立命館大学

[　　　 ] 45 2J4-2in1
ディープ多層構造型GMDH-typeニューラルネットワークを用いた肺がん
の医用画像診断

近藤 正 徳島大学

[　　　 ] 47 1I1-4in1 ニューラルネットワークを用いたガスプラントの品質予測 泉谷 知範
NTTコミュニケーショ
ンズ

[　　　 ] 48 1A1-OS-05a-4in1
深層生成モデルのサンプリングダイナミクスが実現する概念への引き
込み

長野 祥大 東京大学

[　　　 ] 49 4N2-OS-01b-1in1 ネットワークの崩壊と構造の関係についての分析 臼井 翔平 東京大学

[　　　 ] 50 2L4-1in1 構成要素に基づく製品間の影響関係可視化 河田 裕成 法政大学

[　　　 ] 52 2N3-OS-31a-5in1
ウォークラリーアプリケーションを用いた潜在的観光資源への訪問動
機付け効果

家入 祐也 早稲田大学

[　　　 ] 53 2M4-OS-32a-5in1 人流データに基づく避難者の適応戦略抽出 浪越 圭一 千葉大学

[　　　 ] 55 4A1-3in1 極小生成子を用いた負ルール抽出計算の効率化 谷島 健斗 山梨大学

[　　　 ] 56 1N3-OS-39b-2in1
動的インスタンスマッチング手法を用いたマッピング拡張SPARQLクエ
リ実行機構の拡張

足立 拓也 静岡大学

[　　　 ] 57 1N3-OS-39b-3in1 より良い生命科学データ利用環境の構築を目指して 山本 泰智

情報・システム研究
機構 ライフサイエン
ス統合データベース
センター

[　　　 ] 58 1N2-OS-39a-2in1 オープンなデータベースを利用した行動計画提案に関する研究 加藤 文彦 国立情報学研究所

[　　　 ] 59 3D1-OS-37a-4in1 深層強化学習を用いた動作制御への基礎的検討 橋本 さゆり お茶の水女子大学

[　　　 ] 60 2E4-OS-36b-3in1 Kinectを用いた鍬動作の初心者と熟練者の比較分析手法の試作 一ノ瀬 修吾 名古屋工業大学

[　　　 ] 61 1O1-OS-30a-3in1 ノルディックウォーキングにおけるポールワーク特徴提示の影響 大海 悠太 東京工芸大学

[　　　 ] 62 2H3-OS-35a-4in1 深層学習を用いた会話中の人物頭部ジェスチャ認識 大塚 和弘
NTTコミュニケーショ
ン科学基礎研究所

[　　　 ] 63 1I3-NFC-02b-2in1
ユマニチュードのEvidence-Based-Careの実現に向けたマルチモーダル
コミュニケーションの評価

本田 美和子 東京医療センター

[　　　 ] 64 1I3-NFC-02b-1in1 高齢者の個性に基づいた認知症チームケアの分析と学びの環境の構築 加藤 忠相 あおいけあ

[　　　 ] 65 1K3-3in1 心身マルチタスク状況下における認知タスク負荷評価の検討 渥美 裕貴 名古屋大学

[　　　 ] 66 1B1-OS-25a-4in1
表情・音響的特徴・テキスト情報からのリアルタイム感情推定システ
ムの構築

岡田 敦志 広島市立大学大学

[　　　 ] 67 2C3-OS-20a-2in1 文書や画像の印象にもとづく楽曲生成 伊藤 貴之 お茶の水女子大学

[　　　 ] 68 2C3-OS-20a-3in1 外国語の歌曲を自動訳詞するシステムのための課題と手法の検討 西村 綾乃 お茶の水女子大学

コメント(任意)：



人工知能学会第31回全国大会

大会優秀賞（インタラクティブ発表部門）投票シート

インタラクティブセッション「インタラクティブセッション(2)」

本大会では，インタラクティブ発表の中から，特に優れた発表を大会優秀賞（口頭発表部門）とは独立に，
「大会優秀賞（インタラクティブ発表部門）」として複数件選出し，学会誌上において表彰します．
選定はプログラム委員および参加者の投票により行われますので，ぜひ評価にご協力お願いします．
会場を自由にまわっていただき，発表のわかりやすさ・インパクト，今後の発展性において優秀賞に
ふさわしいと思われる発表に，投票用紙1枚につき最大5件まで講演IDの左欄に○を付けて，投票箱にご投票下さい．
セッション終了後は，当日に限り大会受付に投票箱を設置します．

※筆頭発表者の所属機関がご自分の所属機関と同じである発表には投票しないようにお願いします．
所属機関とは，大学，研究機関，企業（ただしグループ企業は除く）等を指します．
※インタラクティブセッションごとに，ひとり最大1枚投票可能です．
ひとり2枚以上の投票がひとつのインタラクティブセッションにあった場合は無効となります．
※6件以上○が付けられていた投票用紙や，投票者と同じ所属機関の発表者に○が付けられていた投票用紙は無効となります．

投票 連番 講演ID タイトル 筆頭発表者 所属機関

[　　　 ] 1 4Q1-4in2 Grounded noun/verb-phrases to images for RTE 韓 丹 AIRC/AIST

[　　　 ] 2 4A2-4in2
単語埋込みモデルと変分リカレントニューラルネットワークモデルに
よる言語理解モデルの比較

浅川 伸一 東京女子大学

[　　　 ] 4 2B3-OS-07a-5in2
自動運転の言葉による指示を対象にした 空間的意味表現の構造化への
取り組み

稲子 明里 お茶の水女子大学

[　　　 ] 5 4Q1-5in2
Characterization of a Tree Mapping Algorithm for Tree-to-Tree
Transducer Induction

マルティネス パ
スクアル

AIST

[　　　 ] 6 4F1-2in2
レビューを用いたコミックの特徴抽出における固有表現の影響に関す
る調査

朴 炳宣 関西大学

[　　　 ] 7 2J1-3in2 オンラインチャットサービスにおける未成年者検出 平野 雄一 東京大学

[　　　 ] 8 1D3-OS-29b-2in2
Wikipediaを利用した概念辞書における属性情報の獲得と物語自動生成
ゲームでの利用

小野 淳平 岩手県立大学

[　　　 ] 9 1D3-OS-29b-1in2 俳句の意味ネットワークからの物語生成 伊藤 拓哉 岩手県立大学

[　　　 ] 10 4F1-3in2
質問集合とグラフに基づく物語全体の流れを管理可能な創作支援シス
テムの提案

葛井 健文 豊橋技術科学大学

[　　　 ] 11 1J1-2in2 文書の潜在情報と表層情報を考慮したタイムライン要約への取り組み 柏井 香里
お茶の水女子大学大
学

[　　　 ] 12 4Q1-8in2 感情コミュニケーション支援のための絵からの感情認識 鈴木 哲司 秋田県立大学

[　　　 ] 13 4Q1-9in2 国会会議録を用いたディベート人工知能による意見生成 佐藤 美沙 日立製作所

[　　　 ] 14 1P3-5in2
preferenceの曖昧性がある場合におけるMisrepresentation Gameの解
析・シミュレーション機構の実現

西 将宏 静岡大学

[　　　 ] 15 3N1-2in2 最適制御策の効率的探索技術に関する研究 清武 寛
NTTサービスエボ
リューション研究所

[　　　 ] 16 4Q1-7in2 発話とコマンドの系列を制御する対話エージェント 遠藤 充
パナソニック　先端
研究本部

[　　　 ] 17 1D1-2in2
マルチモーダル情報を用いたロボットによる見守りシステム開発の一
考察

飯島 采永 お茶の水女子大学

[　　　 ] 18 2O1-3in2
Toxic Behavior緩和のための記憶に基づいたインタラクションを行う
共感的エージェントの実現

渡辺 観智 静岡大学

[　　　 ] 20 4Q1-10in2
コンピュータ支援型認知行動療法におけるエージェントが行動継続に
与える効果の検証

日室 聡仁
NECソリューションイ
ノベータ

[　　　 ] 21 2I4-OS-10b-4in2
遺伝子工学的に開発した蛍光プローブによる細胞生理機能超解像イ
メージング

和沢 鉄一 大阪大学

[　　　 ] 22 4K1-4in2
敵対的生成モデルを用いた電子顕微鏡画像からの神経細胞膜セグメン
テーション

内橋 堅志 京都大学

[　　　 ] 23 4Q1-11in2
畳み込みニューラルネットワークを用いたアスペクト比歪み画像の修
正

山根 佐介 立命館大学

[　　　 ] 24 4Q1-12in2 個人に紐づくメディア情報を用いた感情解析プラットフォームの開発 内橋 堅志 京都大学

[　　　 ] 25 2D2-3in2 機械学習を用いた自動入金消込による会計業務支援 加藤 直 京都大学

[　　　 ] 26 1H1-5in2
プライバシー保護を考慮した連続ダブルオークションのためのBLMABを
用いたパラメータチューニング機構の実現

佐藤 匠 静岡大学

[　　　 ] 27 2I1-2in2
多目的最適化を用いたエッシャー風タイリング図形の生成に関する研
究

久冨 あすか 鹿児島大学

[　　　 ] 28 2L4-3in2
持続可能な都市サービス基盤の実現に向けた市民参加による都市セン
シングとデータ収集

後藤 孝行 九州大学

[　　　 ] 29 3N2-4in2
学習者の情報とシラバスを用いたコンセプトマップによる自律学習支
援

岡田 卓弥 山梨大学

裏面へつづく

2017年5月26日(金)  09:30−11:10

    Q会場（8F展示場）

PC委員はこちらにチェック [　　　　　]

ご所属 [　　　　　　　　　　　　　 ]

ご名前 [　　　　　　　　　　　　　 ]



投票 連番 講演ID タイトル 筆頭発表者 所属機関

[　　　 ] 30 4Q1-1in2 SVMによる放射性物質拡散予測ツールの開発 吉兼 隆生 東京大学

[　　　 ] 31 2E2-2in2
視線によるコミュニケーションを支援するウェアラブルデバイスの開
発と評価

後藤 豪臣 筑波大学

[　　　 ] 32 1O1-OS-30a-1in2 舞台表現における共演者との相互作用 清水 大地 東京大学

[　　　 ] 33 1N1-1in2 制約充足による人狼ゲームの役職絞り込み 林 友超 筑波大学

[　　　 ] 34 1N1-3in2 人狼ゲームログからの狼役職絞り込みセオリーのマイニング 板東 勇樹 筑波大学

[　　　 ] 35 2H1-3in2 RTSゲームStarCraft-IIのゲームログにおけるRush戦略の同定 Oh Hyunwoo 筑波大学

[　　　 ] 36 2H4-OS-35b-3in2 評定者個人に特化した他者感情理解モデル 熊野 史朗 NTT

[　　　 ] 37 2I2-3in2 λ-スキャン法を用いたスパース基底選択とスペクトル分解への応用 本武 陽一 東京大学

[　　　 ] 38 2B3-OS-07a-1in2 独立性尺度に基づく知識の粒度の教師なし推定 横井 祥 東北大学

[　　　 ] 39 4M1-2in2
カーネル回帰関数の確率変数化によるノイズを含む入力に対する回帰
手法

花房 諒 関西学院大学

[　　　 ] 40 4C2-2in2 生存を目的とする満足化強化学習 牛田 有哉 東京電機大学

[　　　 ] 41 4J1-1in2 部分サンプリングに基づく特徴選択を用いたウイルス感染の予測法 佐藤 浩基 岐阜大学

[　　　 ] 42 4J1-2in2 結晶化合物の物性予測のための原子間距離情報に基づくカーネル設計 秋田 大空 京都大学

[　　　 ] 44 4J1-5in2
タンパク質二次構造予測を行う深層学習モデルのSaliency Mapによる
可視化

河野 圭祐 豊田中央研究所

[　　　 ] 45 4Q1-3in2 文書用ニューラルネットワークの半教師あり end-to-end 学習 河東 孝 富士通研究所

[　　　 ] 47 2C2-4in2
リカレントニューラルネットワークによる材料構成則モデリングの試
み

鈴木 琢也
竹中工務店 技術研究
所

[　　　 ] 48 2K3-OS-33a-4in2
スパースコーディングを用いた脳活動の意味表象推定に関する精度向
上への取り組み

川瀬 千晶 お茶の水女子大学

[　　　 ] 49 4N2-OS-01b-3in2 潜在状態を用いたコミュニティサービスの分析 垣内 弘太 東京大学

[　　　 ] 50 2D2-4in2
時系列データ間の連関性と関係性理解のためのビジュアルインタラク
ティビティ

中小路 久美代 京都大学

[　　　 ] 51 1L1-2in2 観光客の散策行動を考慮したエリア単位の行動分析 武田 直人 筑波大学

[　　　 ] 52 4F1-5in2 漫画中の表現獲得方法に基づくストーリー理解過程の解析 上野 未貴 豊橋技術科学大学

[　　　 ] 53 3J1-5in2
Stock price movement prediction using distributed
representations of financial report

安田 洋介 東京大学

[　　　 ] 54 4P2-OS-38b-1in2 気象時系列データにおける変化点検知の基礎検討 前原 宗太朗 鹿児島大学

[　　　 ] 55 4A1-2in2
トランザクションストリーム上の頻出飽和アイテム集合系列の抽出に
関する基礎的考察

仁科 拓巳 山梨大学

[　　　 ] 56 1N4-OS-39c-1in2
推論付きSPARQLクエリ実行負荷軽減のための制約付き多目的GAを用い
たOWLオントロジー最適化

山田 直希 静岡大学

[　　　 ] 57 1D2-OS-29a-5in2 小説群からの動詞をベースとした事象連鎖の獲得と利用 荒井 達也 岩手県立大学

[　　　 ] 58 4Q1-2in2
Deploying exploration in proximity indices for link collection
problem

Zhang Guoxi 京都大学

[　　　 ] 59 1J2-NFC-01a-2in2 固定型遠隔訪問ロボットの開発 辰野 恭市 名城大学

[　　　 ] 60 4D2-OS-37d-2in2 LRCNによる参照点に依存した動作の認識 深井 海星 岡山県立大学

[　　　 ] 61 4Q1-6in2
進化的計算による歩行機械の足形状決定に基づいた 実世界からの
フィードバックによる最適化手法の提案

中村 亮太 埼玉工業大学

[　　　 ] 62 1I2-NFC-02a-2in2 協調学習環境を活用した認知症の見立て知の学びと実践 橋詰 裕樹 絆

[　　　 ] 63 1I3-NFC-02b-4in2
住空間における高齢者の心的状況理解を促進するマルチモーダル映像
センシング基盤

桐山 伸也 静岡大学

[　　　 ] 64 1I3-NFC-02b-3in2
認知症ケアにおける気づきを促す映像を用いたグループ学習の実践と
評価

宗形 初枝 郡山市医療介護病院

[　　　 ] 65 1I2-NFC-02a-4in2
認知症の理解深化に向けたAOS（行動観察シート）を用いた家族とス
タッフの共学環境

柴田 健一 静岡大学

[　　　 ] 66 4O1-OS-17a-2in2 クラウドソーシングのみによる因果関係発見の試み 米良 俊輝 筑波大学

[　　　 ] 67 4O2-OS-17b-3in2 感性評価に基づく最適化に対するクラウドソーシングの適用 遠藤 ルッカス良 京都大学

[　　　 ] 68 2K3-OS-33a-1in2
大脳皮質における予測符号化を模倣した動画像予測モデルと脳活動の
相関に関する考察

藤山 千紘 お茶の水女子大学

コメント(任意)：
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人工知能学会全国大会（第 31 回）大会委員 
 

大会委員⾧ 野田 五十樹（産業技術総合研究所） 
実行委員⾧ 福島 俊一（科学技術振興機構） 
実行副委員⾧ 東中 竜一郎（NTT） 
プログラム委員⾧ 高間 康史（首都大学東京） 
プログラム副委員⾧ 小野田 崇（青山学院大学） 
企業参加推進担当 窪澤 駿平（NEC）  宮村 祐一（東芝） 
現地運営担当 中岩 浩巳（名古屋大学） 大囿 忠親（名古屋工業大学） 
 加納 政芳（中京大学） 清河 幸子（名古屋大学） 
 田中 貴紘（名古屋大学） 寺田 和憲（岐阜大学） 
 森山 甲一（名古屋工業大学） 
Web 担当 松島 慎（東京大学）  木脇 太一（東京大学） 
一般セッション担当 石畠 正和（北海道大学） 馬場 雪乃（京都大学） 
 吉川 友也（千葉工業大学） 
申込受付担当 金森 亮（名古屋大学） 松島 裕康（産業技術総合研究所） 
予稿集担当 尾崎 知伸（日本大学） 渡邊 紀文（産業技術大学院大学） 
セッション支援担当 瀬田 和久（大阪府立大学） 小山田 昌史（NEC） 
表彰担当 加島 智子（近畿大学） 山元 翔（近畿大学） 
オーガナイズドセッション担当 上野 未貴（豊橋技術科学大学） 

 吉田 光男（豊橋技術科学大学） 
 奥村 紀之（明石工業高等専門学校） 
 善甫 啓一（筑波大学） 

近未来チャレンジ担当 田中 貴秋（NTT）  林田 尚子（富士通研究所） 
招待・基調・特別講演担当 植村 渉（龍谷大学）  飯尾 尊優（大阪大学） 
インタラクティブセッション担当 青島 武伸（パナソニック） 
 海野 裕也（Preferred Networks） 小尻 智子（関西大学） 

 宮崎 千明（NTT コミュニケーションズ） 
編集委員連絡担当 福井 健一（大阪大学） 平 博順（大阪工業大学） 
メンタリング・学生担当 吉田 哲也（奈良女子大学） 吉岡 真治（北海道大学） 
学生プログラム委員 陣内 祐（東京大学）  藤堂 健世（東京工業大学） 
大会支援 杉山 達彦（ウニークス） 坂巻 義彦（ウニークス） 
 矢野 寿春（ウニークス） 
事務局 住田 一男（人工知能学会） 
 岩田 和秀（人工知能学会 ～2017 年 3 月） 
 山野辺 明子（メイプロジェクト） 
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タイムテーブル（プログラム一覧）

ウインクあいち 2F ウインクあいち 9F ウインクあいち 9F ウインクあいち 9F ウインクあいち 9F ウインクあいち 9F ウインクあいち 9F ウインクあいち 9F

大ホール 901会議室 902会議室 903会議室 904会議室 905会議室 906会議室 907会議室

A B C D E F G H

11:20-11:30 開会挨拶

11:30-12:30
基調講演

(山田誠二先生)

(昼休み）

13:50-15:30
OS-5

Deep Learning（１）
OS-25

知的対話システム（１）
インダストリアルセッ

ション1

ロボットと実世界-
ヒューマンロボットイン

タラクション（１）

OS-24
人工知能が誘発する

問題の人工知能による
解決を目指して（１）

OS-26
エビデンス指向のシス
テムデザインとラーニ
ングアナリティクス（１）

OS-21
「プロジェクション科学」

の創出と展開（１）

エージェント‐エージェ
ント設計・シミュレーショ

ン

15:50-17:30
OS-5

Deep Learning（２）
OS-25

知的対話システム（２）
チュートリアル講演

「機械学習」

OS-29
ことば--コンピュータ--
コミュニケーション（１）

OS-24
人工知能が誘発する

問題の人工知能による
解決を目指して（２）

OS-26
エビデンス指向のシス
テムデザインとラーニ
ングアナリティクス（２）

OS-21
「プロジェクション科学」

の創出と展開（２）

OS-15
不動産とAI（１）

17:50-19:30
機械学習-深層学習

（１）
自然言語処理・情報検
索-対話システム（１）

OS-29
ことば--コンピュータ--
コミュニケーション（２）

Webマイニング‐構造・
話題抽出

ヒューマンインタフェー
ス・教育支援-教育支

援

ヒューマンインタフェー
ス・教育支援-仮想・拡
張現実感・エージェント

OS-15
不動産とAI（２）

19:30-20:10
OS-29

ことば--コンピュータ--
コミュニケーション（３）

5月24日
（水）

09:30-11:10

公開特別セッション1：
NEDO人工知能技術開
発の新たな取組～人を
豊かにする社会に向け

て～

機械学習-深層学習
（２）

インダストリアルセッ
ション2

AI応用-ファイナンス
（1）

NFC-4
（サバイバル）世界価
値観と国際マーケティ

ング

AI応用-社会システム
（１）

エージェント‐ヒューマ
ンエージェントインタラ

クション（２）
AI応用-ゲーム

11:30-12:30
招待講演

(中津良平先生)
※一般公開

(昼休み）

13:50-15:30
公開特別セッション2：
深層学習の爆発的普

及のために

データマイニング‐デー
タマイニング応用（２）

機械学習-機械学習応
用

AI応用-ファイナンス
（2）

ヒューマンインタフェー
ス・教育支援-コミュニ

ケーション支援

エージェント‐マルチ
エージェントシステム

（１）

OS-8
HAI，その心とは？:  人工
知能をベースとしたインタ
ラクション技術を考える

（１）

自然言語処理・情報検
索-自然言語理解と質

問応答システム

15:50-17:30

公開特別セッション3：
JSTにおける先導的AI研
究推進ファンドと若手研

究者向け研究支援プログ
ラムACT-Iの紹介

OS-7
意味と理解のコン
ピューティング（１）

OS-20
音楽の理解と生成（１）

OS-19
金融情報学—ファイナ
ンスにおける人工知能

応用—（１）

OS-36
農業とAI（１）

NFC-3
（サバイバル）コト・デー
タベースによるモノ・コ

トづくり支援（１）

OS-8
HAI，その心とは？:  人工
知能をベースとしたインタ
ラクション技術を考える

（２）

OS-35
社会的信号処理とＡＩ

（１）

17:50-19:30
公開討論：人工知能学

会 倫理委員会

OS-7
意味と理解のコン
ピューティング（２）

OS-20
音楽の理解と生成（２）

OS-19
金融情報学—ファイナ
ンスにおける人工知能

応用—（２）

OS-36
農業とAI（２）

NFC-3
（サバイバル）コト・デー
タベースによるモノ・コ

トづくり支援（２）

エージェント‐ヒューマ
ンエージェントインタラ

クション（３）

OS-35
社会的信号処理とＡＩ

（２）

19:30-20:10
OS-35

社会的信号処理とＡＩ
（３）

9:30-11:10

11:30-12:30
招待講演

(岡野原大輔先生）
（藤巻遼平先生）

12:40‐13:30 ランチョンセミナー

13:50-15:30
自然言語処理・情報検
索-情報抽出-要約（２）

チュートリアル講演：
「対話システム」

Webマイニング‐情報推
薦

OS-37
記号創発ロボティクス

（１）

OS-11
Well-being Computing

（１）

OS-3
世代をつなぐ知的イン

タフェース（１）

知識の利用と共有-オ
ントロジー

OS-4
コミック工学とAI（１）

15:50-17:30
機械学習-知識獲得と

属性選択
自然言語処理・情報検
索-対話システム（２）

学生企画
OS-37

記号創発ロボティクス
（２）

OS-11
Well-being Computing

（２）

OS-3
世代をつなぐ知的イン

タフェース（２）

Webマイニング‐Webマ
イニング応用

OS-4
コミック工学とAI（２）

(移動)

18:30-20:00 参加者交流会 ＠ホテルメルパルク名古屋（2F 瑞雲の間）

09:30-11:10

12:10-13:50
データマイニング‐パ

ターン抽出

OS-23
仕掛学：再価値化のデ

ザイン（１）

AI応用-社会システム
（２）

OS-37
記号創発ロボティクス

（３）

ソフトコンピューティン
グ‐ソフトコンピューティ

ング

自然言語処理・情報検
索-コミック

OS-14
人と調和・協働するAI・

知能ロボット（１）

OS-27
ゲノム医療支援の人工
知能の研究開発へ向

けて

(昼休み）

14:10-15:50
自然言語処理・情報検

索-自然言語理解

OS-23
仕掛学：再価値化のデ

ザイン（２）

機械学習-強化学習
（２）

OS-37
記号創発ロボティクス

（４）

OS-14
人と調和・協働するAI・

知能ロボット（２）

ソフトコンピューティン
グ‐遺伝的アルゴリズ

ム・人工生命

5/24のこれら6つの一般公開企画のセッションは無料で参加いただけます．詳しくはp.10をご覧ください．
ランチョンセミナーの参加希望者には当日朝に8F受付にて整理券を配布します．詳細はp.14をご覧ください．

5月26日
（金）

日時

特別セッション
JSAI Cup報告会

5月23日
（火）

5月25日
（木）

4
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ウインクあいち 9F ウインクあいち 10F ウインクあいち 10F ウインクあいち 10F ウインクあいち 10F ウインクあいち 10F ウインクあいち 10F ウインクあいち 10F ウインクあいち 8F

908会議室 1001会議室 1002会議室 1003会議室 1005会議室 1006会議室 1007会議室 1008会議室 展示場

I J K L M N O P Q

AI応用-産業システム
自然言語処理・情報検
索-情報抽出-要約（１）

機械学習-分類学習
（１）

データマイニング‐デー
タマイニング応用（１）

OS-2
SAT技術の理論，実

装，応用（１）

AI応用-ゲームとエンタ
テインメント

OS-30
身体知の表現と獲得

（１）

OS-28
合意形成支援のため

のAI（１）

NFC-2
（サバイバル）認知症の人
の情動理解基盤技術とコ
ミュニケーション支援への

応用（１）

NFC-1
（サバイバル）クラウド
ベースのロボットサー
ビスの統合基盤（１）

データマイニング‐ビッ
グデータ活用

エージェント‐ヒューマ
ンエージェントインタラ

クション（１）

OS-2
SAT技術の理論，実

装，応用（２）

OS-39
Linked Dataとナレッジ

グラフ（１）

OS-30
身体知の表現と獲得

（２）

OS-28
合意形成支援のため

のAI（２）

NFC-2
（サバイバル）認知症の人
の情動理解基盤技術とコ
ミュニケーション支援への

応用（２）

NFC-1
（サバイバル）クラウド
ベースのロボットサー
ビスの統合基盤（２）

AI応用-ヘルスケア
（１）

Webインテリジェンス‐
Webインタラクション・検

索

基礎・理論-制約充足・
最適化

OS-39
Linked Dataとナレッジ

グラフ（２）

OS-30
身体知の表現と獲得

（３）

自然言語処理・情報検
索-議論支援（１）

OS-39
Linked Dataとナレッジ

グラフ（３）

OS-30
身体知の表現と獲得

（４）

ヒューマンインタフェー
ス・教育支援-デザイン

支援

Webインテリジェンス‐
ソーシャルネットワーク

知識の利用と共有-知
識共有とナレッジマネ

ジメント

画像・音声-パターン認
識・理解（１）

自然言語処理・情報検
索-対話処理

エージェント‐協力と協
調

自然言語処理・情報検
索-議論支援（２）

機械学習-計測システ
ム

OS-16
医学医療における人工

知能（１）

機械学習-分類学習
（２）

OS-9
質感と感性（１）

OS-34
マイニングと知識創発

（１）

ロボットと実世界-
ヒューマンロボットイン

タラクション（２）

OS-22
顔文字の科学（１）

OS-18
味覚・嗅覚と記号シス

テム（１）

OS-10
先端情報計測指向AI

（１）

OS-16
医学医療における人工

知能（２）

OS-33
脳科学とAI（１）

OS-9
質感と感性（２）

OS-34
マイニングと知識創発

（２）

OS-31
経営課題にAIを!（１）

OS-22
顔文字の科学（２）

OS-18
味覚・嗅覚と記号シス

テム（２）)

OS-10
先端情報計測指向AI

（２）

AI応用-ヘルスケア
（２）

OS-33
脳科学とAI（２）

データマイニング‐産
業・社会システム

OS-32
建築，都市環境のレジ
リエンスを支えるAI（１）

OS-31
経営課題にAIを!（２）

自然言語処理・情報検
索-自然言語処理応用

機械学習-強化学習
（１）

OS-33
脳科学とAI（３）

OS-32
建築，都市環境のレジ
リエンスを支えるAI（２）

OS-31
経営課題にAIを!（３）

インタラクティブ
セッション(1)

ランチョンセミナー

OS-13
交通・移動・物流とＡＩ

（１）

AI応用-ファイナンス
（3）

OS-6
汎用人工知能とその社

会への影響（１）

OS-12
ディープライフ：生命性

原理の探求（１）

機械学習-グラフィカル
モデル・クラスタリング

エージェント‐マルチ
エージェントシステム

（２）

基礎・理論-論理・推
論・プランニング

NFC
（卒業）異種協調型災

害情報支援システム実
現に向けた基盤技（１）

OS-13
交通・移動・物流とＡＩ

（２）

インダストリアルセッ
ション3

OS-6
汎用人工知能とその社

会への影響（２）

OS-12
ディープライフ：生命性

原理の探求（２）

画像・音声-画像処理・
パターン認識

ヒューマンインタフェー
ス・教育支援-知的学

習支援
AI応用-ネットワーク

NFC
（卒業）異種協調型災

害情報支援システム実
現に向けた基盤技（２）

インタラクティブ
セッション(2)

AI応用-交通・移動
AI応用-バイオ・化学に

おけるAI
画像・音声-パターン認

識・理解（２）
基礎・理論-身体性（１）

機械学習-機械学習基
礎

OS-1
ネットワークが創発す

る知能（１）

OS-17
ヒューマンコンピュテー
ションとクラウドソーシ

ング（１）

OS-38
グリーンAI ～AIによる

環境貢献～（１）

データマイニング‐時系
列データ分析

ヒューマンインタフェー
ス・教育支援-ヒューマ
ンコンピュータインタラ

クション

データマイニング‐テキ
ストマイニング

基礎・理論-身体性（２）
OS-1

ネットワークが創発す
る知能（２）

OS-17
ヒューマンコンピュテー
ションとクラウドソーシ

ング（２）

OS-38
グリーンAI ～AIによる

環境貢献～（２）

公開イベント：
RoboCup2017 Nagoya
に向けて（11:00開始）
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一般公開企画 

今回の全国大会では，5 月 24 日（水）に，5 つの一般公開企画を開催します．加えて，5 月 24 日（水）の中津
良平氏による招待講演「21 世紀はどのような時代だろうか」も，特別に一般公開といたします． 
一般公開企画のみの参加に関しましては，大会受付で登録していただくことで，無料でご参加いただけます．一
般公開企画（公開イベント，公開特別セッション，公開討論）の開催日当日に，大会受付において「一般公開企
画に参加する」旨をお申し出いただき，参加登録をお願いいたします．一般公開企画専用の参加証をお渡ししま
す．ただし，この一般公開企画専用の参加証では，一般公開企画以外のセッションやイベント（基調講演，招待
講演（5 月 24 日を除く），チュートリアル講演，学生企画，一般セッション，オーガナイズドセッション，近未
来チャレンジセッション，インタラクティブ発表セッション等）にはご参加いただけません．これらのセッショ
ンやイベントにも参加をご希望される場合は，通常の参加登録（有料）をお願いいたします．なお，通常の参加
登録（有料）をされている方は，一般公開企画にもご参加いただけます（当日の大会受付でのお申し出は不要で
す）． 

(1) 公開イベント 
5 月 24 日（水）11:00～17:30 ウインクあいち 8F 展示場（Q 会場） 

RoboCup2017 Nagoya に向けて ― ロボットと共に歩む暮らしを目指して ― 
（NPO 法人）ロボカップ日本委員会 

1997 年に名古屋で産声をあげた RoboCup が 20 年の年月を経て名古屋に戻ってきます．RoboCup は，ロボット
工学と人工知能の融合，発展のために自律移動ロボットによるサッカーを題材として日本の研究者らによって提
唱されました．西暦 2050 年「サッカーの世界チャンピオンチームに勝てる，自律型ロボットのチームを作る」
という夢に向かって人工知能やロボット工学などの研究を推進し，様々な分野の基礎技術として波及させること
を目的としたランドマーク・プロジェクトです．サッカーだけでなく，大規模災害へのロボットの応用としてレ
スキュー，次世代の技術の担い手を育てるジュニアなどへと広がりを見せ，近年ではキッチンやリビングルーム
での作業を，ロボットがいかに人間と共に作業を遂行できるかを競うロボカップ＠ホームが注目されています．
高齢化や女性の社会進出を背景として，家庭や公共空間におけるロボットソリューションへの期待が高まってい
ます．一方で，日本では技術および経験知は豊富に蓄積されていますが，ロボットを介して人間を支援するソリ
ューションは十分に提供されていないのが現状です．本イベントでは，ロボットと共に歩む暮らしを目指す，家
庭用ホームサービスロボットのデモンストレーションを行います． 
[ご参考] ロボカップ 2017 名古屋大会 http://www.robocup2017.org/ 

ロボカップ＠ホーム  http://www.robocupathome.org/ 
 

 
ロボカップ＠ホーム（2016 年）の実施風景 

(2) 公開特別セッション 1 
5 月 24 日（水）9:30～11:10 ウインクあいち 大ホール（A 会場） 

NEDO 人工知能技術開発の新たな取組 ～人を豊かにする社会に向けて～ 
NEDO では，現在の人工知能・ロボット関連技術の延長線上に留まらない革新的な要素技術の研究開発を狙い
として，人間を超越する又は人間に匹敵する人工知能，センサ，アクチュエータ等を新たな技術シーズとして研
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究開発し，これまで人工知能・ロボットの導入について考えもつかなかった分野での新たな需要の創出や我が国
が強みを有する分野との融合による産業競争力の強化につなげていくことを目指す「次世代人工知能・ロボット
中核技術開発」を実施しております．本セッションでは，「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」の事業概
要と，本事業に関連して人工知能技術の社会実装における新たな取組についてご紹介いたします． 
 NEDO からご挨拶 

  関根久氏（NEDO ロボット・AI 部） 
 人を超えるゲーム AI が拓く未来 

  伊藤毅志氏（電気通信大学 情報理工学研究科） 
今年，5 月 20 日には，将棋電王戦でコンピュータ将棋が名人と対戦し，5 月 23 日から，AlphaGo がトッ
ププロ棋士・柯潔との対戦を発表しています．多くのゲーム AI が人間を超えるレベルを実現してきました
が，本講演では，その達成した技術の概要をまとめます．そして，オセロ，バックギャモン，チェスとい
った既に人間を超えたゲーム AI が，実際にどのように人間と関わるようになってきたのかを紹介します．
ゲーム AI で起こったことは，これから人間を超える知的システムが世の中に増えてきた時の多くの示唆を
含んでいます．これらを概観して，来る 2045 年問題に向けての課題について問題提起をします． 

 自律移動型ロボット開発ベンチャーと大企業の連携～AI による新たなロボットサービス：SEQSENSE 社
と TIS 社の事例～ 
  黒田洋司氏（SEQSENSE 株式会社 Co-Founder, CTO） 
  佐伯純氏（TIS 株式会社 AI サービス事業部 AI サービス企画開発部 主査） 
SEQSENSEは明治大学理工学部の黒田洋司教授らによる2016年10月創業のロボット開発ベンチャーです．
同社と TIS によるオープンイノベーションの取組を双方の立場から紹介して頂きます． 

 大学及び研究者向けビジネスプラン研修プログラム（NEDO TCP＆No Maps）のお知らせ 
  吉岡恒氏（NEDO イノベーション推進部） 
NEDO は研究開発型ベンチャーの起業を志す大学・研究機関等の研究者を対象に，ビジネスプラン作成の
ための研修とその発表機会(ピッチ）を提供するプログラムを実施しており，その参加者募集のお知らせで
す． 

 NEDO 講座をはじめとした人材育成事業の紹介 
  福田有里氏（NEDO ロボット・AI 部） 

 実技審査を伴うコンテスト方式の「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」公募説明 
  葛馬弘史氏（NEDO ロボット・AI 部） 

(3) 公開特別セッション 2 
5 月 24 日（水）13:50～15:30 ウインクあいち 大ホール（A 会場） 

深層学習の爆発的普及のために 
深層学習が，ＩｏＴ，ビッグデータの可能性に多彩な光を当てています．本セッションでは，深層学習の更なる
普及加速に向けて，深層学習を簡単に使いこなした具体例，深層学習の学習済モデルの再利用など，モデルが開
くビジネスの未来，そして，深層学習をより早く，安価に利用できる最新のインフラ事情など，深層学習の最新
の動きについて，各界のリーダからご紹介します． 

[Agenda] 
 オープニング：麻生英樹氏（産業技術総合研究所 情報・人間工学領域 人工知能研究センター 副センター

長） 
 講演１「Deep Learning の活用のための学習工場の構想」松尾豊氏（東京大学） 

Deep Learning は今後，製造業をはじめとする多くの産業に大きな影響を与えると考えられる．眼をもっ
た機械という新しいカテゴリの製品群が今後，さまざまな産業領域で作られることになるが，それを国内
で早期に実現していくためには，眼の部分を作るための工場，「学習工場」を作る必要がある．本講演では，
こうした構想の概要と，実現するための方法について述べる． 

 講演２「ディープラーニングアプリの可能性～自動着色アプリ PaintsChainer 開発の経験から」 
米辻泰山氏（プリファードネットワークス） 
研究分野で進歩の著しいディープラーニングだが，応用アプリケーションの持つ潜在力が高まってきてい
る．PaintsChainer は生成モデルを利用した web サービスであり，インプット/アウトプットがほぼそのま
まニューラルネットワークに直結されている．構造的に非常にシンプルでありながら，多くのユーザに高
い評価を得ることができた．ディープラーニングを使って既存のアプリケーションの一部を置き換えるだ
けでなく，単体の新しいアプリケーションとしての可能性にも期待したい． 

 講演３「深層学習を支える P2P 分散学習ネットワーク構想」清水亮氏（株式会社 UEI） 
（概要：TBD） 

 講演４．「人工知能研究を爆発的に加速するエコシステム構想」萩島功一氏（産業技術総合研究所） 
高性能な計算資源，豊富な学習用データセット，多様な学習モデル，これらが自由自在に使え，研究者が

－ 11 －



オープンに研究成果を発表し合い，お互いの研究成果を活用して，さらに学術研究を加速するような環境，
「知の循環」を生み出す人工知能研究のエコシステムを産総研は作ろうとしている． 

 パネルディスカッション「Deep Learning の Low Hanging Fruits をどう取るか」 
モデレータ：丸山宏氏（プリファードネットワークス） 
パネリスト：松尾豊氏（東京大学），米辻泰山氏（プリファードネットワークス）， 
      清水亮氏（株式会社 UEI），萩島功一氏（産業技術総合研究所） 

 司会：杉村領一氏（産業技術総合研究所） 

(4) 公開特別セッション 3 
5 月 24 日（水）15:50～17:30 ウインクあいち 大ホール（A 会場） 

JSTにおける先導的 AI研究推進ファンドと若手研究者向け研究支援プログラム ACT-Iの紹介 

国が目指す社会の姿「Society 5.0／超スマート社会」の実現に向けて AI 技術への期待は大きく，AI 技術分野へ
の大型研究投資が組まれています．特にアカデミア向けの重点ファンドとして知られるのが，科学技術振興機構
JST のプログラムです．本セッションでは，現在公募中のプログラム（CREST，さきがけ，ACT-I，RISTEX）
の全体像，および，特に若手研究者向け研究支援プログラムとして昨年からスタートした ACT-I の狙いや研究
事例を中心に紹介します． 
ACT-I は大学院修士学生から 35 歳未満の研究者が応募可能です！ 
若手研究者による積極的なチャレンジをお待ちしています！ 
[ご参考] ACT-I： https://www.jst.go.jp/kisoken/act-i/research_area/ongoing/bunyah28-1.html 

JST の戦略的創造研究推進事業： https://www.jst.go.jp/kisoken/index.html 
[Agenda] 
 司会：山口高平氏（慶應義塾大学 教授） 
 科学技術振興機構 JST のプログラム（公募中）の紹介： 

 社会技術研究開発センターの RISTEX のご紹介 
  茅明子氏（社会技術研究開発センター アソシエートフェロー） 

 戦略研究推進部の CREST，さきがけ，ACT-I のご紹介 
  松尾浩司氏（戦略研究推進部 ICT グループ 調査役） 

 ACI-I の狙いと研究事例： 
  後藤真孝氏（産業技術総合研究所 首席研究員，ACT-I「情報と未来」研究総括） 
 ACT-I 採択研究者（五十音順）：青木裕一氏（東北大学），小田昌宏氏（名古屋大学），小林亮太氏（国

立情報学研究所），馬場雪乃氏（京都大学），矢内直人氏（大阪大学） 
 文部科学省からの期待：栗原潔氏（文部科学省 研究振興局情報担当 専門官） 

(5) 公開討論 
5 月 24 日（水） 17:50～19:30 ウインクあいち 大ホール（A 会場） 

人工知能学会 倫理委員会 
人工知能学会倫理委員会は 2017 年 2 月に「倫理指針」を公開しました．海外では 2016 年 12 月，「人工知能お
よび自律システムの倫理的配慮に関する IEEE グローバル・イニシアティブ」が“Ethically Aligned Design（倫理
的に配慮されたデザイン）”のバージョン１を公開するなど，国内外で様々な議論が展開されています．2017 年
度の倫理委員会公開討論では人工知能学会倫理委員会の「倫理指針」について学会員，学会員外からのフィード
バックを得るほか，”Ethically Aligned Design”等の制定に関わったゲストをお招きし，人工知能の倫理ガイドラ
インで扱う課題等について議論を行います． 
話題提供者：松尾豊氏（東京大学），Danit Gal（北京大学，Tencent，IEEE），ほか 
[ご参考] 人工知能学会倫理委員会のホームページ http://ai-elsi.org/ 
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インダストリアルセッション 

産業界における人工知能技術の具体的な応用事例・技術やニーズ等が紹介されます．今大会の賛助会員スポンサ
ー様からの発表になります（製品や企業の宣伝ではなく，技術・事例・ニーズ等の紹介）． 

インダストリアルセッション 1                           
5 月 23 日（火）13:50～15:30 ウインクあいち 902 会議室（C 会場） 

(1) 人工知能を用いた製造業向け異常検知と開発ツールの紹介 
鈴木 克信（(株)クロスコンパス・インテリジェンス 産業ビジネス推進室） 

ディープラーニングを活用した異常検知用の人工知能により，異常の検出率は格段に向上した．これにより製造
業における品質改善と，これまで人により判別していた時間は短縮され，装置の異常やプロセスの変動も事前に
検出することが可能になって来た．一方で，製造業では熟練技術者の減少と労働人口の減少が深刻な課題になっ
てきている．本日紹介する人工知能開発環境はこれらの課題を解決し，熟練者の技術継承を支援し，且つ今後の
多種多様な製品のニーズにも対応できる一つの人工知能ソリューションである． 

(2) 機械学習/深層学習フレームワーク「∞ReNom」による製造，インフラ，エネルギー問題への AI 適応事例 
蝦名 拓也（株式会社グリッド エバンジェリスト） 

機械学習や深層学習により作られる人工知能の真価は，エネルギー問題や，製造現場，社会インフラなどの問題
解決に用いられた時に初めて発揮されます．エネルギーソリューションと AI テクノロジーの異なる事業展開から
得られた，幅広いノウハウを基にした AI/IoT 適応事例をはじめ，AI 導入のポイントや最新のトレンドをわかり
やすく解説します． 

(3) (株)富士通研究所のディープラーニングと Linked Open Data 
丸山 文宏（(株)富士通研究所 人工知能研究所） 

富士通研究所で研究開発しているディープラーニング(DL)と Linked Open Data(LOD)を紹介します．DL では，
変動が激しいセンサデータなどの時系列データやグラフで表現されるデータを高精度で分類する技術を開発し，
DL の適用範囲を拡大しています．時系列データではトポロジカルデータ分析，グラフデータでは統一的なテンソ
ル表現を用いた DL 技術を開発し，ものづくり，医療，金融など幅広い分野への適用を進めています．LOD では，
世界中の LOD を収集し，大規模知識ベースを構築しており（一部を LOD4ALL として公開），これをベースに，
テキストや表形式のデータを LOD 化する技術，大規模グラフに対し検索・推論する技術などを開発しています． 

(4) 日本ユニシスの AI ビジョン，研究，事業事例のご紹介 
中原 和洋（日本ユニシス株式会社 総合技術研究所） 

日本ユニシスでは，よりよい社会を実現するために人と協調・共創する人工知能，すなわち「人に寄り添う人工
知能」の実現を目指し，研究から事業適用まで幅広く取り組んでいます．日本ユニシスの AI 研究は 1980 年代に
始まり，技術と実績を積み重ねてきました．例えば，自然言語処理の領域では，「ロボットは東大に入れるか」プ
ロジェクトにおいて世界史 B を解く AI を開発し，2016 年度センター試験模試で偏差値 66.3 のトップ成績を収め
ています．また，コモンセンス知識ベースの構築や，知識創造支援への応用に取り組んでいます．本セッション
では，これら自然言語処理技術を中心に，最近の研究と事業事例をご紹介いたします． 

(5) 社会から求められる AI 関連技術について 
藤田 肇（株式会社 FRONTEO 行動情報科学研究所 技術戦略課） 

株式会社 FRONTEO（旧称：UBIC）は，AI を用いてビッグデータ分析を支援するテクノロジー企業です．国際
訴訟・不正調査などの失敗の許されない緊迫した現場を通して，人間の機微を理解する AI エンジン「KIBIT（キ
ビット）」を完成させました．本発表では，リーガルだけでなく，ヘルスケア，デジタルマーケティング，ビジネ
スインテリジェンスなど，多様な事業領域に KIBIT を応用した事例を紹介し，AI 関連研究の成果を産業的に応用
する観点から，いま社会から真に求められている情報処理技術について説明します． 

(6) スパース最適化を利用した細胞動体解析システム Hotaru の開発 
塩澤 暁広（NTT データ数理システム） 竹川高志（工学院大学） 

動画像として神経回路の活動を記録したデータから細胞の形状と活動の時刻を精度良く自動検出するシステムを
開発した．スパース最適化を用いることで，SN 比が悪い画像からノイズを除去して複数の信号源が生成するイベ
ント発生時刻を検出できる．システムの基礎となるアルゴリズムと実装は他分野にも広く応用可能である． 
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インダストリアルセッション 2                           
5 月 24 日（水）9:30～11:10 ウインクあいち 902 会議室（C 会場） 

(1) 基幹業務システムに蓄積されるデータと AI の活用 
坂井 信之（株式会社オロ ビジネスソリューション事業本部 研究開発グループ） 

弊社では ZAC Enterprise という ERP(基幹業務システム)の開発・販売を行っています．ZAC では勤怠・経費・販
売・購買などの様々なデータを一元管理し，プロジェクト単位での収支を見える化することで，経営者やプロジ
ェクト管理者の判断に役立てています．しかし，判断材料となる勤怠や経費といったデータを日々入力する必要
があるため，ユーザにとって負担となり，また，入力のコストもかかります．そこで AI を活用し，過去のデータ
から学習を行い，入力の補助・自動化を行うことでユーザの負担を少なくし，業務の効率化を図りたいと考えて
います．その他にも，過去のプロジェクトを解析・活用することで，プロジェクトの収支予測の精度向上に AI が
活躍することが期待されます． 

(2) 人工知能はビジネスの出会いをどう変えるか 
  常樂 諭（Sansan 株式会社） 
ビジネスシーンにおいて出会いの証は名刺として存在し，それは年間 100 億枚流通していると言われています．
Sansan はその名刺を正確にデータ化し，活用するプラットフォームを提供しており，業界シェアは 81%を占めて
います．Sansan は 年間数億枚の名刺をデータ化し管理していますが，そのデータのなかにはこれまで見えていな
かった人と人の繋がりや新しい発見が存在していると考えられます．AI 技術を用いて，データを元に予め出会う
べき人を教えてくれる，過去に出会った人の中から今会うべき人を教えてくれるといったことが可能な世界を実
現することが我々の目標です． 

(3) 問い合わせデータを用いた顧客ニーズの抽出と返答システムへの応用 
  福角 朝美（株式会社ロックオン） 
商品に関する問い合わせデータを用いて，機械学習による分類を行い，顧客のニーズをクラスタリングし，商品
の機能追加や開発に応用できるのではないかと考えている．さらに，問い合わせの増加による人的リソースの確
保や作業負荷軽減のため，問い合わせの種類やその内容によって自動的に返答できるシステムの構築を目指す． 

(4) 広告効果計測における AI 技術導入事例 
  玉川 奨（株式会社 CyberZ） 
近年，インターネット上には様々な広告商材が提供されており，企業の広告活動における選択肢が広がっている．
弊社では，スマートフォン広告の効果計測ソリューション『F.O.X』を提供し，F.O.X を通して広告主の広告活動
をサポートしているが，広告主のニーズが多様化することで，広告効果計測に求められることも多様化してきて
いる．こうした需要への課題解決に対し，AI 技術への期待は高く，弊社でも様々な取り組みを行っている．本発
表では，『F.O.X』及び弊社で提供している広告商材への AI 要素技術の導入事例を紹介する． 

(5) ブランディング広告におけるユーザの忘却を加味した入札戦略 
馬場 惇（株式会社サイバーエージェント アドテク本部 AI Studio AI Lab） 

広告マーケティングのデジタルシフトが進む昨今，ブランディングを目的とした Web 広告の需要が高まってきて
います．そこで，広告主の商品やプロダクトの認知を最大化する広告配信を実現するために，ユーザの広告接触
後の「忘却」をモデリングし入札戦略に活かす取り組みを理化学研究所の前原氏と進めているので，そこでの事
例をご紹介します． 

(6) オープンイノベーション活用のすヽめ 
  高田 朋貴（株式会社オプト データサイエンスラボ） 
オプトデータサイエンスラボではオンライン上でデータ分析コンテストを開催するプラットフォーム”
DeepAnalytics”を保持しており，オープンイノベーションを活用して，予測モデルを調達するサービスを運営して
おります．本セッションでは，料理画像データを題材として 2017 年１月～2017 年 3 月まで開催された「人工知
能技術戦略会議等主催 第 1 回 AI チャレンジコンテスト」から得られた知見や実際に提出された予測モデル等の
事例をご紹介いたします． 
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インダストリアルセッション 3                           

5 月 25 日（木）15:50～17:30 ウインクあいち 1001 会議室（J 会場） 

(1) パナソニックにおける人工知能分野の研究開発事例紹介 
  井上 昭彦（パナソニック株式会社 ビジネスイノベーション本部 AI ソリューションセンター） 
これまで人工知能技術は，Web の世界を中心に様々な応用が進められて来ました．今後はさらに応用範囲が拡が
り，くらしやビジネスにおけるリアルな人の行動に AI 技術を活用し，より安全で負荷のないくらしの実現が求め
られると考えています．本発表では当社の強みとするデバイスやシステム化技術と AI を融合させ，ソリューショ
ン・システムとして人工知能技術を形にしていくことを目指した，各種研究開発事例の紹介をいたします． 

(2) OKI における AI/データ分析への取組み 
竹内 晃一（沖電気工業(株) 情報・技術本部 研究開発センター センシング技術研究開発部 データ分析ユニット） 

OKI は情報通信技術とメカトロニクス技術を柱に，銀行やコンビニ ATM，光や無線通信システム，ETC，航空
管制システムや空港のチェックインシステムなど，業界をリードする確かな技術と信頼で社会インフラの安心と
安全を支えている BtoB メーカーです．近年，これらの事業に伴うデータを活用し，より付加価値の高い製品やソ
リューションを提供しようという機運が高まってきており，対応を進めています．本発表では，OKI におけるデ
ータ分析や AI に関わる取り組みについて，いくつかの事例を挙げ，その概要や今後の展開について紹介します． 

(3) 人工知能のビジネス応用の現状 
  上村 崇（株式会社 ALBERT 代表取締役社⾧） 
IoT やインダストリー4.0 といった新たな市場に注目が集まる中で，人工知能，特にディープラーニングや機械学
習のビジネスへの応用が急速に進んでいます．本領域の先端技術の研究とビジネスでの応用を支援する ALBERT
が，ヘルスケアやスマートファクトリー，アパレルといった分野への活用を具体的な事例を交えてご紹介します． 

(4) 人工知能技術が導く世界最先端の半導体製造プロセス 
  折原 良平（東芝 研究開発センター 知識メディアラボラトリー） 
半導体製造における競争力確保にはローコスト化が必須であり，そのためには，オペレーションの自動化，生産
規模の拡大，生産上の課題の早期発見/解決による品質確保，が求められる．東芝のフラッシュメモリ製造拠点で
ある四日市工場では，自動化生産ラインから大量のデータを収集し，品質監視と課題解決を行なう技術者に提供
する情報システムに基づき品質を確保する仕組みが作られている．しかし，生産規模の拡大に伴い，データ解析
の自動化が求められるようになった．同工場では AI 技術の適用によりすでに一定の生産性向上を達成しているが，
大量のデータが利用でき，成果がコスト低減を通して利益に直結するこの現場には未だ多くのニーズが眠ってい
る．これまでの成果と今後への期待を紹介する． 

(5) NEC の AI 技術による社会価値創造 
  酒井 淳嗣（NEC データサイエンス研究所） 
NEC は「見える化」「分析」「制御・誘導」の各領域において，AI 関連技術の開発を約半世紀にわたり進めている．
ますます複雑化・高度化する社会課題に対し，AI 技術群(NEC the WISE)を活用し，価値増幅の追求と，人と AI
の協調による人の知的創造活動の最大化を行っている．NEC 中央研究所で研究開発した世界ナンバーワン，ある
いはオンリーワンの AI 技術を活用したソリューションとして，安全・安心に貢献するパブリックセーフティ，大
規模な社会インフラ，マーケティングやオペレーションを行う企業活動などの分野における事業事例をベースと
なる AI 技術と共に紹介する． 

(6) データへのアクセシビリティが変える深層学習 
  田丸 健三郎（日本マイクロソフト株式会社 業務執行役員 ナショナルテクノロジーオフィサー） 
深層学習の進歩とともにデータの収集，また収集したデータの取り扱い，アクセシビリティ要件も大きく変わり
つつあります．既存の学習フレームによる新たなデータベース活用手法について紹介します． 
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概
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検
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史
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テ
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○
岡
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検
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テ
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ョ
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○
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企業展示 
 

下記の通り，企業展示を行います．ウインクあいち 8F 展示場に各社ブースを設置します． 
多くの方のご来場をお待ちしております． 

時間： 5 月 23 日 (火 )   15:00～ 17:00 
 5 月 24 日 (水 )， 25 日 (木 ) 9:30～ 16:00※  
 5 月 26 日 (金 )  9:30～ 12:00 

※12:40～13:50 をコアタイムとして設定しております．コアタイム以外も企業展示コーナーはご覧いただけま
すが，コアタイムには各企業展示において重点的な対応をお願いしています． 

 
富士通株式会社 
富士通のディープラーニング技術 

富士通で研究開発しているディープラーニング(DL)を展示致します． 
変動が激しく，分類が困難なセンサデータなどの時系列データに対してはトポロジカルデータ分析技術を，多
様な表現形式を持つグラフ構造データに対してはテンソル表現を用いる技術を開発したことにより，DL による
高精度な分類・予測を実現し，ものづくり，医療，金融など幅広い分野への適用を進めています． 
本展示では，これらの適用例と技術をご紹介します． 

NEC 
NEC の人工知能研究とソリューション 

人工知能に関する NEC の研究開発内容，及び，ソリューションを展示いたします． 
NEC で研究開発した世界ナンバーワン，あるいはオンリーワンの AI 技術群(NEC the WISE)を活用したソリュ
ーションとして，安全・安心に貢献するパブリックセーフティ，大規模な社会インフラ，マーケティングやオ
ペレーションを行う企業活動などの分野における事業事例と AI 技術群をご紹介します． 

株式会社東芝 
ビッグデータによる半導体製造プロセス改善 

半導体製造における競争力確保にはローコスト化が必須であり，そのため，オペレーションの自動化，生産規
模の拡大，生産上の課題の早期発見/解決による品質確保が求められています．東芝のフラッシュメモリ製造拠
点である四日市工場では，自動化生産ラインから収集される大量のデータを技術者に提供して，品質監視や課
題解決を行うシステムを運用していますが, さらに, 最近では，AI 技術を用いてデータ解析の自動化や高精度
化を進め，生産性の改善を行っています．今回は，これらの活動とその成果の一部を紹介します． 

日本アイ・ビー・エム株式会社 
IBM Watson が拓くコグニティブ・コンピューティングの世界 

IBM Watson(ワトソン)は，コンピューターでありながら，人と同じようにデータから学び，経験から学習する
コグニティブ・テクノロジーです．コグニティ ブ・コンピューティングは IBM が提唱する新しいコンピュー
ター・システムの概念です．展示ブースでは，デモンストレーション，映像や資料にて，わかりやすくコグニ
ティブ・コンピューティングの世界をご紹介します． 

株式会社オーム社 
人工知能関連書籍の展示・販売 

オーム社で発行している最新の「人工知能」「機械学習」「深層学習」関連書籍を展示・販売いたします． 

パナソニック株式会社 
パナソニックの人工知能研究開発 

パナソニックは，身近な機器やシステムなど実環境で使える AI 技術を生み出す研究開発に取り組んでいます． 
機械学習や自然言語処理などの技術成果を，これまで培ってきた AV 処理技術や様々なセンサー・アクチュエ
ータと融合することにより，自動運転／セキュリティーカメラ／インフラ点検／アシストロボット／機械翻訳
などの多様なソリューションとして展開し，暮らしやビジネスの活動をアシストしていくことを目指していま
す． 
展示コーナーでは，これらの商品分野を支える研究開発活動の事例紹介をいたします． 
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エヌビディア合同会社 
NVIDIA GPU が加速するディープラーニング 

エヌビディアのディープラーニングへの取り組みは GPU の開発だけではありません．ディープラーニングを
加速するための様々なソフトウェアの提供，パートナーとの協業など多岐に渡ります．本展示ではエヌビディ
アのディープラーニングへの取組みの最新情報をご紹介します． 

株式会社 ALBERT 
ディープラーニング導入支援サービス，画像解析，チャットボット 

技術導入までのロードマップを描くコンサルティングから，精度検証とプロトタイピング，システム化や製品
への組み込みまでを一貫して支援する「ディープラーニング導入支援サービス」をご案内します．また，ディ
ープラーニングによる画像タグ付けや類似画像検索，物体認識など，「画像解析」の事例をご紹介します．さら
に，対話型のコミュニケーションにより，訪問者の検索行動を能動的に支援したり，お問い合わせに自動返答
したりすることができるチャットボット型の接客ツール「Proactive AI」のデモンストレーションを行います． 

Sansan 株式会社 
Sansan 株式会社 Data Strategy & Operation Center の研究開発のご紹介 

Sansan 株式会社では年間数億枚にのぼる名刺を正確なデータに変換しています．集積された名刺データを解析
することで様々な情報を引き出し，企業の情報，人物の情報，人と人のつながりの情報など，ビジネスシーン
で活用できる「価値あるもの」へと進化させます．本展示ではその一部をデモを交えてご紹介します． 

フューチャーアーキテクト株式会社 
フューチャーにおける人工知能分野の研究開発 

フューチャーアーキテクトでは，さまざまな業界のお客様に対して，データを集める仕組みやプラットフォー
ムのご提供，また機械学習や深層学習を活かした認識や予測，各種分析まで幅広く研究開発に取り組んでいま
す．本展示では，これらのサービスや事例を分かりやすく紹介します．映像やノベルティもありますので，ぜ
ひお気軽にお立ち寄りください． 

株式会社 GDEP アドバンス 
Deeplerning 学習マシーン 

DeepLearning BOX® は日本で初めてディープラーニング GPU トレーニング・システムの「NVIDIA® 
DIGITS™ソフトウェア」がプレインストールされたオールインワン DeepLearning 開発キットのご紹介． 

株式会社クロスコンパス・インテリジェンス 
ディープラーニングプラットフォームのご紹介 

ポスターおよびノートパソコン 1 台によるデモンストレーション 

株式会社リクルートテクノロジーズ 
リクルートテクノロジーズにおける機械学習，ディープラーニングの取り組みや実装事例をご紹介します 
 2017/3 月に一般向けにも無料公開をした機械学習 API 群である「A3RT」について 
 検索ランキングアルゴリズムを複数のサービスに横断的に適用，改善した事例について 
ポスター掲示，ノート PC＆モニタによる掲示 

株式会社サイバーエージェント 
サイバーエージェント AI Lab での研究開発について 

AI Lab は，サイバーエージェントのアドテクノロジー分野におけるサービス開発組織『アドテクスタジオ』に
技術提供を行う研究開発チームです．AI Lab では主に，対話・ロボット(自然言語処理，ロボット工学，認知心
理学)，クリエイティブ自動生成(動画像処理，CNN，統計的機械学習)，広告配信(因果推論，統計モデリング)
の 3 つを軸に研究を行い，アドテクノロジー分野での活用を目標としています．アドテクノロジー分野におい
てどのような研究課題が生まれてくるのか，それをどのようなアプローチで解決しているのかをご紹介いたし
ます． 

日本マイクロソフト株式会社 
Deep Learning のマイクロソフトの取り組み 

クラウドベースの各種サービスに，Microsoft Research 部門の研究成果が早期に入ってくるようになりました．
Vision/Speech/Language といった分野に Deep Learning の応用が進み，通常のエンジニアがシステムに組み込
めるところに来ています．弊社ブースでは，その技術の一端をご紹介いたします．※5/25 と 5/26 のみ展示い
たします． 
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三菱電機株式会社 
三菱電機における人工知能分野の研究開発 

三菱電機株式会社では，機械学習など人工知能の基盤技術から， 音声認識，画像認識，映像解析，機器の予防
保全，行動分析，機器 自律制御などの応用技術まで幅広く研究開発に取り組んでいます． これらの成果は，
今後の工業，公共，電力，ビル，交通，家庭の 機器と，ソリューションに適用され，スマートな社会の実現に
貢献 します．これら研究開発の概要と，最近の研究成果を紹介します． 

株式会社グリッド 
AI フレームワーク「∞ReNom」の紹介と AI エンジニアとデータサイエンティストの採用 

GRID の企業理念は「インフ ライフ イノベーション」．自社開発した機械学習/深層学習のフレームワーク
「∞ReNom」を使い，社会インフラ，製造，エネルギー，メディカル，金融などの分野で抱えている真の社会
問題を解決しています． AI を開発できる方々や，様々なビックデータを私達のフレームワークによって分析
し新たな知見を発見できるデータサイエンティストを探しています． 様々なデータ，そこにはバランス感覚に
優れたセンスと，より良い社会にしたい，人々の暮らしを豊かにしたいという強い想いが必要不可欠です． 

株式会社 Gunosy 
情報キュレーションサービスの自然言語処理・機械学習の活用事例 

株式会社 Gunosy では「情報を世界中の人に最適に届ける」を理念に掲げ，「グノシー」や「ニュースパス」な
どの情報キュレーションサービスを提供しています．そして，より良いサービスを提供するためのアルゴリズ
ムの開発 （良質なコンテンツの評価，ユーザへの適切なコンテンツのレコメンデーション）に人工知能技術を
応用しています．企業展示ブースでは，現在取り組んでいるさまざまな課題（パーソナライズ，多様なフォー
マットのコンテンツの評価， 自動要約，クリックベイト対策）への取り組みと事例を紹介します． 

株式会社日本経済新聞社 
日経の AI 関連事業 

日本経済新聞社の AI に関連する事業の説明 
 日経 DeepOcean 
 データマイニング事業 
 研究向け株価ティックデータ，POS 情報の提供 

トヨタ自動車株式会社 
生活支援ロボット 

生活支援ロボット HSR (Human Support Robot) の展示と実演．コンセプトビデオの紹介． 

NTT ドコモ 
FAQ チャットボット 

FAQ のデータを用意するだけで，自動でチャットボットを構築する技術です．ユーザは，チャットボットから
の質問に「はい」か「いいえ」で答えるだけで，自分が知りたい答えにたどり着くことが可能となります． 

LINE 株式会社 
LINE が取り組むクラウド AI プラットフォーム・Clova についてご紹介いたします 

クラウド AI プラットフォーム「Clova（クローバ）」の自然言語処理システムである「Clova Brain」の研究・
開発についての取り組みをご紹介いたします 

シナジーマーケティング株式会社 
シナジーマーケティング R&D の研究紹介 

シナジーマーケティングの R&D では，人の心の類型の説明力をよりリッチにするために，調査データや行動
データ等のビッグデータから得られる知識を付加する取り組みである社会知データベースの構築を進めていま
す．また，心の類型を精緻化するために，シニア，グローバル，コミュニケーションなどのキーワードで様々
な研究を進めています．本展示では，これらの研究内容を紹介致します．ぜひお気軽にお立ち寄りください． 

株式会社 NTT データ数理システム 
ソフトウェア展示 

パネル掲載，パンフレット等展示 
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株式会社 LIFULL 
不動産分野におけるオープンイノベーション推進の取り組み 

株式会社 LIFULL（旧社名 株式会社ネクスト）は，日本最大級の不動産・住宅情報サイト「LIFULL HOME’S」
を基幹事業として，暮らしに直結する情報を提供する事業をグローバルに展開しています． 
不動産分野は，経済学・建築学・都市学などの多くの学問領域との密接な関係があり，課題解決にあたっては
学際的な取り組みが切実と必要とされています．企業展示ブースでは，「LIFULL HOME’S データセット」の
提供をはじめとしたオープンイノベーション推進の取り組みの紹介とともに，R&D 組織「リッテルラボラトリ
ー」によるプロダクトのデモなどを行います． 

ロボカップ 2017 名古屋大会開催委員会 
ロボカップ 2017 名古屋世界大会 

平成 29 年 7 月 27 日（木）～30 日（日）に「ロボカップ 2017 名古屋世界大会」を名古屋市国際展示場等にて
開催します．ロボカップとは，ロボット工学と人工知能の融合，発展を目的とした自律移動ロボットによる国
際的な競技大会であり，「2050 年までに，人型ロボットでサッカーのワールドカップ・チャンピオンに勝つ」
を目標に掲げております． 
名古屋市での開催は第 1 回世界大会より数えて 20 年ぶりとなります．今回の名古屋世界大会ではロボットによ
る競技大会のほか，展示会やアマゾン・ロボティクス・チャレンジなどの併催を予定しています．是非，ご来
場ください． 

クックパッド株式会社 
クックパッドとそのサービスの紹介 

ポスターの掲示，PC とディスプレイを使った展示，ノベルティなどの配布． 

NEC ソリューションイノベータ株式会社 
NEC ソリューションイノベータ 会社紹介及びＡＩ関連技術のご紹介 

「きっと世界を変えられる」 
私たち，NEC ソリューションイノベータは，社会の様々な問題や課題を「世界を変える技術力」をもって解決
し続けています．展示コーナーでは，研究開発活動の事例紹介をいたします．当社では，「ICT を活用した睡眠
習慣の改善」を目指した研究，「感謝による組織の生産性向上」を目指した研究，「バイオ技術による計測の簡
易化」を目指した研究，「人々の振る舞いの理解」を目指した研究など様々な領域で社会との共創活動を通じて
社会価値創造の実現につながるイノベーションを目指していきます．ぜひお気軽にお立ち寄りください． 

株式会社 FRONTEO 
KIBIT が切り拓く「人間×AI 融合社会」 

本展示では，独自開発の人工知能エンジン「KIBIT（キビット）」を用いたビッグデータ分析による課題解決ア
プローチを紹介します．人間がテキストを読み，言語化できない「暗黙知」を基準にして判断する過程があれ
ば，KIBIT はその過程を汎用的にサポートすることができます．当社は，非専門的な業務を KIBIT にサポート
させ，その負担を軽減することによって，専門家が本来の専門業務に集中できる社会を実現しようとしていま
す．ここでは，「KIBIT」の応用事例と今後の活用イメージを紹介し，人工知能が描く未来の社会を提案します． 

ヤフー株式会社 
Yahoo! JAPAN の研究紹介 

研究成果の応用による，Yahoo! JAPAN が提供するサービス・技術・課題解決の事例などを紹介します．論文
集などもご用意しておりますので（先着 50 部），是非お気軽にお立ち寄り下さい． 

株式会社センスタイムジャパン 
SenseTime の最先端ディープラーニング画像認識技術 

ILSVRC2015 および 2016 で世界 No.1 を獲得した弊社のディープラーニング映像/画像認識技術や，その他の
最先端技術のご紹介とリアルタイムデモの展示をいたします． 

株式会社ブイエムシー 
物理エンジン AGX Dynamics の紹介 

運動シミュレーターの頭脳となる，最先端の物理エンジン「AGX Dynamics」を紹介します．剛体の接触・摩
擦を，独自のソルバーと，モジュールの最適化によって，高速で正確なシミュレーション環境を実現するカス
タムシミュレーター用の開発ツールです．従来実現が難しかったワイヤー，土砂などのシミュレーションも可
能で，制御や機械学習，深層学習との組み合わせにより広い実用性を発揮するツールです． 
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株式会社 HPC テック 
科学技術研究用高速計算機 

HPC テックでは，科学技術計算用の高速計算機を自社製造し，各種設定や現地設置等まで，HPC のソリュー
ションプロバイダとして幅広く対応しております．また，NVIDIA(r)公式の優先パートナーですので，最新の
NVIDIA(r) GPU を組み込んだ高速計算機をご提供できます．Deep Learning 用計算機は，世界最速の
NVIDIA(r) DGX-1 をはじめとして，TESLA シリーズ搭載のプロフェッショナルサーバモデルから，静音タイ
プのエントリーモデルまで多様なラインナップを取り揃えております．もちろん，“NVIDIA DIGITS” “Caffe” 
“Torch7”等各種フレームワークのインストール・動作確認完了状態でお届けします． 
本学会におきましては，最新 GPU：TESLA P100 搭載の GPGPU 高速計算機を展示いたします． 

株式会社 UEI 
深層学習活用事例 

深層学習 GUI 環境「CSLAIER」や，深層学習ワークステーション「DEEPstation DK-1」シリーズを展示致し
ます．またそれらの活用事例をご紹介致します． 

株式会社エヌ・ティー・エス 
専門書籍の展示・販売（一部会場特価） 

「不確実性人工知能 ～クラウド環境による新たな発展～」 
「科学技術計算のための Python ～ 確率・統計・機械学習～」 
「進化するヒトと機械の音声コミュニケーション」 
「自動車オートパイロット開発最前線」など 

ビジュアルテクノロジー株式会社 
IBM Minsky ディープラーニングアプライアンスならびに 1 ノード 16GPU 搭載の GPU クラスタアプライアン
スを展示します 

最新 IBM Minsky(IBM Power System S822LC for HPC)と IBM PowerAI(Minsky に最適化されたコンパイル済
みの主要な Deep Learning フレームワークパッケージ)を，創業 25 年にわたる「老舗」ならではの技術力によ
り 「IBM Minsky ディープラーニングアプライアンス」に仕立て上げました．また，1 ノード 16GPU 搭載の
GPU クラスタアプライアンスも同時に展示します． 

さくらインターネット株式会社 
高火力コンピューティング 

機械学習/深層学習，大規模データ処理といった大量の計算資源を必要とする方へ，GPU 搭載の「高火力コン
ピューティング基盤」をご紹介いたします．ぜひさくらインターネット(株)の展示にお立ち寄りください！ 

HPC システムズ株式会社 
Deep Learning 向けに最適化されたソリューションのご紹介． 

HPC システムズが提供する Deep Learning 向けソリューションは，用途に合わせた最適なハードウェア構成選
択を行い，深層学習に必要な主なソフトウェアのインストール・セットアップを済ませたうえでお届けしてい
ます．お客様は導入したその日から性能･安定性･操作性の高い計算機ソリューションを利用してディープラー
ニングの環境構築に時間を浪費することなく学習を開始することができ，研究，業務のスピードアップを図る
ことが可能です． 
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(B) 桜通線を利⽤

ウインクあいち

国際センター駅

⾞道(くるまみち)駅

ホテルメルパルク名古屋

徒歩(約7分、ホームが地下深い)

桜通線 (7分/4駅，運転間隔6分※)

徒歩(約9分，3番出⼝から約5分)

(A) 東⼭線を利⽤

ウインクあいち

名古屋駅

千種(ちくさ)駅

ホテルメルパルク名古屋

徒歩(地上経由で約5分)

東⼭線 (9分/4駅，運転間隔3分※)

徒歩(約3分，1番出⼝からすぐ)

参加者交流会
 ⽇時：5⽉25⽇（⽊）18:30〜20:00
 会場：ホテルメルパルク名古屋（2F瑞雲の間） 愛知県名古屋市東区葵3丁⽬16-16

⼤会参加者の交流を深める場として，今回も参加者交流会を開催いたします．
⼤会参加者は無料でご参加いただけます．参加証の着⽤をお願いします．
例年，⼤会参加者総数の半数近くが参加され，⼤盛況となっております．⽴⾷形式で1,000名規模を想定したホテ
ル宴会場を⽤意いたしました．「ひつまぶし」「⼿⽻先」等のご当地グルメ「名古屋めし」も楽しみながら，旧
交を温めつつ，新しい交流からの刺激も得て，AI分野のさらなる可能性を語り合える機会になるものと思います．

⼤会会場からの移動経路
⼤会会場であるウインクあいちから参加者交流会の会場であるホテルメルパルク名古屋への移動は地下鉄（東⼭
線または桜通線）の利⽤が便利です．東⼭線の⽅が駅から近くてわかりやすく，本数も多いのでお薦めします．

⾞道駅
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★
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桜通
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地下鉄
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地下鉄
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Ｒ
中
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●
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●住友⽣命ビル
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国際センター駅
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ド
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ク
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桜通

錦通

地下鉄桜通線

地下鉄東⼭線

ユニモール
地下街
5番出⼝★

⾞道駅名
古
屋
駅

久屋⼤通駅

栄駅

⾼岳駅
国際

センター駅 丸の内駅

伏⾒駅

ホテル
メルパルク
名古屋

新栄町駅

ウインク
あいち

東⼭線

桜通線

名
城
線

舞
鶴
線

中
央
線

千種駅

参加者交流会の会場付近全国⼤会の会場付近

※運転間隔は平⽇
18時頃の場合
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